
























In the master design, I paid my attention to the elderly-people institution asked for the increase 
of the degree of required, and also change in future society now. I would like to propose the 
elderly-people institution which had the sociality in alignment with a future time with it, to show 
the possibility of construction, and to consider it as the compilation of the student life last. 
図 01：高齢化の推移と将来推計


































1947 年 - 1949 年（昭和 22 - 24 年）生まれと第 2 次ベビー































 図 03：介護を受けたい場所　　　　　　　  図 04：最期を迎えたい場所　
図 05：自宅で最期まで療養することが現実困難な理由






に増えている。( 図 06) そのとき多くの高齢者は環境変化
への対応、共に暮らすこととなる見知らぬ人々に不安を覚
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Ⅲ - ９．育児室
　福祉・育児・交流棟にある育児室。地域住民に使っても
らい、施設全体に賑わいを創出するために設けた。ここで
働く介護士や地域の家族に利用してもらう。子供たちはこ
こだけではなく、共有スペースで高齢者と交流することも
できる。
全体パース
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Ⅲ - ６．共有スペース
　計画の中では様々な共有スペースがある。これらには共
通して透明感のある廊下が設けられている。ここから共有
スペースでの人の動きを感じることができる。それは高齢
者が互いを認識し合うと同時に、訪問介護をするうえでも
効率化を図ることができる。
Ⅲ - ７．高齢者部屋
　各住戸には高齢者の部屋と前室が設けられており、そこ
を通って共有スペースに出ることができる。また前室を設
けることによって、防犯、家族のプライバシーを守ること
ができる。共有スペースを介し、共有外部へ出ることがで
き、レベルは同じとなっている。
Ⅲ - ８．共有外部
　共有外部では住民間の交流やアクティビティはもちろ
ん、地域交流の一拠点となる。また居住者のための共有外
部と外部との間に交流スペースを６か所設けている。ここ
は地域住民も自由に利用することができ、気軽に居住者と
交流を図ることができる。共有外部は全体で４か所あり、
それらは多様な外部空間となっている。様々な人が住むた
め一人でいたいときは窪んだ外部空間で、アクティビティ
を行うときは大きな広場でといったように、そのときに合
わせて利用することができる。
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